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～下水道事業会計のしくみについて～
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鎌倉市下水道事業会計予算書

第１条 総則

第２条 業務の予定量 排水区域面積、年間処理水量など

第３条 収益的収入及び支出 収入：営業収益（下水道使用料）など
支出：営業費用など

第４条 資本的収入及び支出 収入：企業債、他会計補助金など
支出：建設改良費、企業債償還金など

第４条の２ 特例的収入及び支出 未収金及び未払金

第５条 債務負担行為 業務等の期間が複数年に及ぶ事業費の期間と限度額

第６条 企業債 起債の目的、限度額等

第７条 一時借入金 一時借入金の限度額

第８条 予定支出の各項の経費
の金額の流用

第９条 議会の議決を経なければ
流用することのできない
経費

職員給与費

第10条 利益余剰金の処分 減債積立金
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会計方式の違い

官公庁会計 公営企業会計

単に、現金支出を記入する単式簿記 取引をその原因と結果に分け「仕訳」
によりこれを記録し、財務諸表を作成
す複式簿記

一般会計 下水道事業会計

①支出の規制
②収入支出の執行管理
③将来にわたる政策の計画決定

①支出の規制
②収入支出の執行管理
③将来にわたる政策の計画決定

＋
・経済性の発揮
・過度の支出規制は収入の減少となる
などを考慮
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公営企業会計のしくみ

総務省：地方公営企業法の適用に関するマニュアルから抜粋

■公営企業会計と官公庁会計の相違点

・現金主義ではなく発生主義である

・単式簿記ではなく複式簿記である

・期間損益計算・費用配分という観念がある
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公営企業会計のしくみ

■公営企業会計と官公庁会計の相違点

・損益取引と資本取引の区分がある

・資産、負債及び資本の観念がある

①収益的収支：支出の効果が当該事業年度の費用として処理され、当該事業年度の収益に対応するもの

総務省：地方公営企業法の適用に関するマニュアルから抜粋

収益的収入 料金、受託工事費等

収益的支出 人件費、材料費、減価償却費、支払利息等

②資本的収支：支出の効果が翌事業年度以降に及び、将来の収益に対応するもの

資本的収入 企業債、出資金等

資本的支出 建設改良費、企業債元金償還金等

資産－負債＝資本
（資産＝負債＋資本
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公営企業会計のしくみ

■公営企業会計と民間企業会計の相違点

・一般会計繰入金の取扱いがある

・予算制度がある

公営企業 民間企業

事業が目指すもの 公共の福祉 企業利益

決算の目的 行政目的を達成するた
めに予算が適正に執行
されたかを報告

企業活動の財務状況、経
営成績などの報告



人件費
修繕費

等
料金収入

等

収益的収支

資本的収支

建設改良費
元金償還金

等
企業債収入

等
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収益的収入及び支出（収益的収支：３条予算）
資本的収入及び支出（資本的収支：４条予算）

総務省自治財政局公営企業課：公営企業の経営改革推進に向けた重点施策に関する説明会資料から作成

官公庁会計

歳出 歳入

人件費
修繕費

等

建設改良費
元金償還金

等

料金収入
等

企業債収入
等

収益的収支と
資本的収支に

分解
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人件費
修繕費

等
料金収入

等

収益的収支

資本的収支

建設改良費
元金償還金

等
企業債収入

等

収益的収入及び支出
資本的収入及び支出

実際の予算に
置き換えると

収益的支出

営業収益
2,961,175

収益的収入

営業外収益
4,324,584

営業費用
5,900,884

企業
債償還金
3,417,440

企業債
1,464,000

長期貸付金
5,972

長期貸付金償還金
5,310

分担金及び負担金
4,927

国庫補助金
164,613

他会計補助金
293,418

資本的支出 資本的収入

特別損失
21,344

営業外費用
791,020

予備費
5,000

建設改良費
745,974
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収益的収入及び支出

収益的支出

営業収益
2,961,175

収益的収入

営業外収益
4,324,584

営業費用
5,900,884

営業外費用
791,020

主に
下水道使用料 2,573,154千円

雨水処理負担金
占用料 など

一般会計繰入金
長期前受金戻入 など

維持修繕費
動力費

職員給与費
減価償却費 など

支払い利息 など
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資本的収入及び支出

長期貸付金償還金
5,310

企業債
1,464,000

長期貸付金
5,972 分担金及び負担金

4,927

国庫補助金
164,613

他会計補助金
293,418

資本的支出 資本的収入

建設改良費
745,974

企業債
償還金
3,417,440

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額
引継金
当年度損益勘定留保資金
当年度利益余剰金処分金 で補填不足額
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総務省：地方公営企業法の適用に関するマニュアル（平成３１年３月改訂版）から作成

補填財源
（不足額）

消費税及び地方消費税
資本的収支調整額

損益勘定留保資金

利益余剰金処分金

積立金

繰越工事資金

引継金・引継貯蔵品

資本的支出

資本的収入

補てん財源
平成31年度予算では
当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額
引継金
当年度損益勘定留保資金
当年度利益余剰金処分金 で補填
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収益的支出 収益的収入

資本的支出

資本的収入

補填財源

利益余剰金処分金 損益勘定留保資金 など


